
                

                           

                                                                                      
 

 

富秋中学校との交流及び共同学習では、改めて交流及び共同学習の生徒

のねらいを両校で練り直し、両校教員で協働して授業を作り上げることの重

要性を確認しました。 

両校の生徒のねらいや交流及び共同学習（英語かるた）をおこなった際の、

富秋中学校の生徒の感想の一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

交流及び共同学習では、障がいのある子どももない子どもも、意欲的に活

動に取り組み、共に活動を楽しむことで、最初は不安だった生徒も徐々に慣

れて、自然と子ども同士の触れ合いが生まれていきます。 

はじめはどう接してよいか分からなくても、相手を「知る」ことで仲良くなっ

ていける、そのような場面をたくさん見てきました。『みんなと交流して、協力し

て学ぶことって楽しい！一人じゃできなかったこともできるようになった！』そん

な経験をこれからも積み重ねてほしいと思います。 

 また、英語カルタの交流及び共同学習をおこなう前に、事前に本校職員が

富秋中学校に赴き、障がい理解学習の出前授業をおこなっています。内容は

下記の通りです。 

   

 

 

 

令和２年度中学部研修「交流及び共同学習とは」 

障がい理解学習出前授業 

障がい理解学習についての出前授業をおこなっています！ 

学校において交流及び共同学習を進めていくことは、近い将来社会を担

う子どもたちの『心のバリアフリー』を育むだけでなく、子どもたちを通して

その保護者や活動に関わる関係者の障がい者に対する理解を促進し、ひ

いては社会全体の意識を変えることにつなげるため、これからも交流及び

共同学習をおこなっていきたいと思います。 

『心のバリアフリー』を育むことをめざして… 
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